
２００４年１月１６日
中央環境審議会 総合政策部会
第４回 環境と経済の好循環専門委員会

“ 「もったいない」が生み出す資源 “

帝人株式会社 代表取締役副社長

長島 德明

帝人の環境商品・技術について
～ポリエステルリサイクルを中心として～



繊維 5４％

新事業他 6％

機械・ｴﾝｼﾞ 8％

医薬医療 1１％

化成品 21％

帝人グループ売上高
８,９００億円
（2002年度決算）

帝人グループ売上高
８,９００億円
（2002年度決算）

<繊維>  4,800億円
主要素材：
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維
ｱﾗﾐﾄﾞ繊維
炭素繊維
人工皮革

<繊維>  4,800億円
主要素材：
ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ繊維
ｱﾗﾐﾄﾞ繊維
炭素繊維
人工皮革

<医薬医療>  950億円
主要製品：
骨疾患薬
循環器疾患薬
呼吸器疾患薬
在宅酸素

<医薬医療>  950億円
主要製品：
骨疾患薬
循環器疾患薬
呼吸器疾患薬
在宅酸素

<機械・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ >  750億円
主要製品：
精密機器
航空・油圧機器
繊維機械
ﾌﾟﾗﾝﾄ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

<機械・ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ >  750億円
主要製品：
精密機器
航空・油圧機器
繊維機械
ﾌﾟﾗﾝﾄ･ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

<新事業他>  550億円
主要製品：
ITサービス
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ材料
など

<新事業他>  550億円
主要製品：
ITサービス
ｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ材料
など

<化成品>  1,850億円
主要素材：
ＰＥＴﾌｨﾙﾑ
ＰＥＮﾌｨﾙﾑ
ＰＣ樹脂
ＰＥＴ樹脂

<化成品>  1,850億円
主要素材：
ＰＥＴﾌｨﾙﾑ
ＰＥＮﾌｨﾙﾑ
ＰＣ樹脂
ＰＥＴ樹脂

＊PEN  
ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾅﾌﾀﾚｰﾄ

１．帝人グループの事業概要について１．帝人グループの事業概要について

素材２８％

流通２６％
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合計690
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・３種類のアラミド繊維
(メタ系およびパラ系２種)

・グローバルな事業展開

・日欧の生産拠点を中心とし
たグローバルな販売体制

・航空機用途に強み。エアバ
ス社と緊密な関係

・光学用途に強み

・DVD用途で７割超のシェア

・７カ国を拠点とした世界最
大規模の事業展開

・工業用途に強み

・北米・アジア・欧州を拠点
としたグローバル展開

・適地生産、適地販売

事業の強み・特徴シェア※主要製品

２４％

4.炭素繊維

［世界２位］

５０％

5.アラミド繊維

［世界２位］

１１％

3.ポリカーボネート樹脂

［世界４位］

２４％

2.ポリエステルフィルム

［世界１位］

３％

1.ポリエステル繊維

［世界８位]

※ 各製品のシェア数値は生産能力シェア（当社推定値）

合計 23.5（数値はパラ系アラミド繊維シェア）

２．コア素材事業２．コア素材事業



環境・安全活動への基本姿勢
帝人グループは、企業理念の中に「地球との共生を図り、自然と生命を大切
にします」を掲げています。そしてこの企業理念にのっとり、環境・安全につい
てグループ全体の方針を以下のように定めています。

３．帝人の地球環境憲章・ブランドステートメント３．帝人の地球環境憲章・ブランドステートメント

帝人グループ地球環境憲章 （1992年制定）
私たちは企業理念の一つである「地球環境との共生を図り、自然と生命を大
切にします」を実現するため、

地域社会、国際社会と協調し、知恵と技術で地球環境保全と社会の持続
的発展に貢献します。

３

資源・エネルギーの有効利用と製品のリサイクルを通して、環境負荷の低
減を推進します。

２

環境保全と安全を優先させる事業活動を行い、地球環境と調和する製品・
サービスを社会に提供します。

１

ブランドステートメント

“ Human Chemistry, Human Solutions ”
人と地球環境に配慮した化学技術の向上と、

社会と顧客が期待している解決策を提供します



環境経営に関する社会の動き 帝人グループの実施状況

４．帝人の環境対応４．帝人の環境対応

帝人ｸﾞﾙｰﾌﾟ

地球環境憲章

「責任」と「貢献」

事業活動における環境負荷低減・安全確保

環境保全目標「ゼロへの挑戦」

ISO14001に基づく環境ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ推進

グリーン購入の実施（ガイドライン制定）

地域との連携
山口エコタウンへ参画

各自治体主体の催事に参加

工場見学の実施

法遵守・社会的責任の遂行
CSO（経営戦略） CRO（リスク・コンプライアンス）設置

情報の市場への発信
環境・社会報告書

エコWeb（http://www.teijin-eco.com )
展示会出展（エコプロダクツetc.)
セミナーでの講演、発表

企業間の情報交換

エコテクノロジー
ポリエステル新原料リサイクル

重金属フリーポリエステル

土壌浄化

ポリカーボネイトリサイクル

代替フロンの生産

フロン、ハロンの分解

環境アセスメント・環境分析・測定

エコプロダクツ
PETリサイクル商品（エコペット）
易リサイクル商品

環境改善に寄与する商品

省エネ商品

その他
接続可能な開発の為の

産業人会議（WBCSD）参加
Dow Jones Sustainability Index 認定

製品リサイクル企画・その他
エコサークル

CO２排出権取引試行実験参加



2003年

ボトル to ボトルへ

2003年

ボトル to ボトルへ

繊維 to 繊維

フィルム to フィルム
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ナフサ ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ原料
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６．「新原料リサイクル」施設概要６．「新原料リサイクル」施設概要

事業所名 帝人ファイバー㈱徳山事業所

所在地 山口県徳山市

操業開始 ２００２年４月

生産規模

①回収ペットボトル用

2002年～ 約３万トン

（500mlボトル約10億本相当）
2003年～ 約６万トン

（500mlボトル約20億本相当）
②回収ポリエステル繊維用

2002年～ 約１万トン

（ユニフォ－ム約1000万着相当）



特徴

・カラーボトル、ラベル等付属物に対応可能
・得られるモノマー純度は９９．９９％以上

・再生ボトル用樹脂は原油から作られるのもと
全く同等の品質を確保

・高い安全性

・ラベル等の廃棄物はセメント原料に使用

化学分解法（帝人法）
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７．ボトル to ボトルの概要７．ボトル to ボトルの概要

ボトル完全循環型リサイクルシステムを実現
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８．繊維 to 繊維の概要８．繊維 to 繊維の概要

特徴

・染色品、混紡品にも対応可能

・付属品除去可能

・得られるモノマー純度は９９．９９％以上

・再生されたＰＥＴ繊維は原油から作られるものと
全く同等の品質を確保
（各種の付加価値素材の生産が可能）

・混紡された他素材等はセメント原料に使用

繊維リサイクルの輪を構築繊維リサイクルの輪を構築現状の回収品

ユニフォーム、選挙ボード、（定期券）等

現状の回収品

ユニフォーム、選挙ボード、（定期券）等
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９．ポリエステル原料リサイクルの評価９．ポリエステル原料リサイクルの評価

（１）省資源(資源枯渇抑制)

ナフサ削減 △１．６ｔ／ＰＥＴ１．０ｔ
（ＰＥＴ１．０t でユニフォーム１,０００着相当）

（２）物質循環（化学物質制御）

循環理論収率 約１００％（現状 ９５％弱）

（３）温暖化抑制

ＣＯ２排出削減 △７７％（△３．２ｔ／PET１．０ｔ）
（ＰＥＴ１．０ｔで杉の木２３万本の植林効果(年間)に相当）

エネルギー消費削減 △８４％（△６万MJ／PET１．０ｔ）
（ＰＥＴ１．０t で家庭１軒／年のエネルギー消費量に相当）

（３）は経済産業省繊維製品３R推進会議の「繊維製品のＬＣＡ調査報告書」より

設備をフル操業させると１年間で

ナフサ約１０万t／年削減

杉の木約１４２億本の植林に相当

約６万軒の家庭で使用する
エネルギー消費を削減


